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各
校
の
卒
業
・
課
題
研
究
発
表
か
ら

遺
伝
子
変
異
解
析
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
検
討

臨
床
検
査
技
師
科

　籠
橋
　美
帆
さ
ん

　　　　辻
井
　真
理
恵
さ
ん

　

　
遺
伝
子
変
異
が
原
因
と

さ
れ
る
疾
患
の
診
断
に

は
、
現
在
、
ダ
イ
レ
ク
ト

シ
ー
ク
エ
ン
ス

Ｄ
Ｓ

法
と
呼
ば
れ
る
遺
伝
子
検

査
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
結
果
が
判
明
す
る

ま
で
に
多
く
の
手
順
が
必

要
で
、
そ
の
上
高
価
な
試

薬
を
使
用
す
る
た
め
、
コ

ス
ト
が
掛
か
り
過
ぎ
る
の

が
現
状
だ
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
消

に
つ
な
が
る
検
査
法
と
し

て
、
核
酸
フ
ラ
グ
メ
ン
ト

解
析
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ａ
Ｖ

Ｅ

が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
籠
橋
さ
ん
ら
は
、
研

修
先
だ
っ
た
国
立
循
環
器

病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ
の
存
在
を
知
り
、
テ

ー
マ
設
定
か
ら
約
２
カ
月

半
を
か
け
て
臨
床
検
査
へ

の
応
用
の
可
否
を
検
討
し

た
。

　
検
査
対
象
に
は
同
セ
ン

タ
ー
で
実
験
が
未
着
手
だ

っ
た
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
の
関
連
遺
伝

子
で
あ
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
Ｒ
を
選

択
。
実
験
の
結
果
、
検
体

を
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
温

度

至
適
温
度

で
加
熱

す
れ
ば
、
高
精
度
に
変
異

を
検
出
で
き
る
と
分
か
っ

た
。

　
半
面
、
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
に
は

そ
の
至
適
温
度
の
自
動
算

出
機
能
が
あ
る
も
の
の
、

実
際
の
検
出
温
度
と
必
ず

し
も
一
致
し
な
い
と
い
う

結
果
も
出
た
。
辻
井
さ
ん

は
「
原
因
は
あ
る
程
度
想

定
さ
れ
る
が
、
至
適
温
度

に
つ
い
て
は
一
層
の
検
討

が
必
要
」
と
話
す
。

　
一
方
で
、
同
じ
変
異
を

持
つ
患
者
同
士
の
検
体
で

は
、
同
じ
至
適
温
度
、
検

出
波
形
を
示
し
た
た
め
、

家
族
性
の
遺
伝
疾
患
を
発

見
で
き
る
可
能
性
は
高
い

と
い
う
。
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
に
よ

り
従
来
の
遺
伝
子
検
査
が

効
率
化
さ
れ
れ
ば
、
多
く

の
患
者
が
早
期
に
治
療
を

始
め
ら
れ
る
な
ど
メ
リ
ッ

ト
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

　
二
人
は
卒
業
研
究
を
通

し
て
、
「
当
初
は
研
修
先

の
先
生
と
の
会
話
に
つ
い

て
い
け
ず
、
遺
伝
子
の
勉

強
を
基
礎
か
ら
や
り
直
し

た
。
国
家
試
験
の
勉
強
な

ど
も
あ
っ
て
両
立
は
困
難

だ
っ
た
が
、
こ
れ
を
や
り

切
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の

大
き
な
自
信
に
つ
な
が

る
」
と
意
気
込
ん
で
い

る
。

多
胞
性
脳
軟
化
症
に
よ
り
、
運
動
発
達
障
害
を
呈
し
た
新
生
児
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

理
学
療
法
士
学
科

　関
口
　歩
さ
ん

　落
合
　祐
一
郎
さ
ん

　中
阪
　吉
宣
さ
ん

　中
西
　亮
介
さ
ん

　永
田
　徹
さ
ん

　松
岡
　秀
和
さ
ん

　三
浦
　学
さ
ん

　

　
仮
死
状
態
で
生
ま
れ
る

こ
と
が
原
因
で
脳
に
障
害

を
持
つ
生
後
８
カ
月
の
男

児
に
対
し
、
理
学
療
法
を

使
っ
て
運
動
発
達
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
こ
と
に
取
り

組
ん
だ
。

　
生
後
８
カ
月
の
子
供
で

あ
れ
ば
、
通
常
「
お
座

り
」
で
き
る
時
期
だ
が
、

こ
の
男
児
は
、
ま
だ
首
も

据
わ
っ
て
お
ら
ず
、
生
後

１
―
２
カ
月
程
度
の
発
達

し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
一
般
的
に
、
赤
ち
ゃ
ん

の
首
が
据
わ
る
の
に
は
、

順
序
が
あ
り
「
物
」
に
興

味
を
も
ち
、
手
で
触
っ
た

り
、
な
め
た
り
す
る
「
探

索
活
動
」
の
出
現
が
必
要

と
な
る
。
さ
ら
に
左
右
対

称
を
認
識
す
る
能
力
の

「
正
中
位
指
向
」
を
獲
得

し
、
肩
関
節
周
囲
筋
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
発
達
さ
せ
る

必
要
も
あ
る
。

　
今
回
は
首
が
据
わ
る
こ

と
を
目
標
に
約
２
カ
月

間
、
男
児
の
好
き
な
音
の

出
る
オ
モ
チ
ャ
を
使
っ
て

視
覚
や
聴
覚
に
刺
激
を
与

え
る
と
と
も
に
、
口
や
唇

へ
の
刺
激
、
両
手
両
足
を

す
り
合
わ
せ
る
運
動
に
取

り
組
ん
だ
。

　
そ
の
結
果
、
外
部
環
境

へ
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
自
分
で
手
を
動
か
し

て
オ
モ
チ
ャ
を
触
る
な
ど

の
「
探
索
活
動
」
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
首

が
据
わ
る
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
が
、
以
前
よ
り

も
手
を
動
か
し
て
口
な
ど

を
触
る
回
数
が
予
想
以
上

に
増
え
た
。
左
右
も
認
識

で
き
、
「
正
中
位
指
向
」

も
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
理
学
療
法
を
小
児
リ
ハ

ビ
リ
に
用
い
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
正
常
発
達
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
は
、
子
ど
も
は
成

長
・
発
達
す
る
た
め
、
こ

れ
に
応
じ
た
理
学
療
法
を

施
す
必
要
性
も
わ
か
っ

た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ

の
た
め
、
「
言
葉
を
理
解

し
て
も
ら
え
ず
、
思
う
よ

う
に
な
ら
な
い
」
苦
労
を

し
た
。
一
日
の
大
半
を
赤

ち
ゃ
ん
の
両
親
と
一
緒
に

過
ご
す
の
で
、
「
信
頼
関

係
を
築
き
、
リ
ハ
ビ
リ
に

協
力
し
て
も
ら
う
重
要
性

も
感
じ
た
」
と
、
実
体
験

か
ら
多
く
を
学
ん
だ
よ
う

だ
。

医
療
費
明
細
書
発
行
に
つ
い
て
の
調
査
と
考
察

医
療
秘
書
・
情
報
科

　上
村
　麻
美
さ
ん

　大
浦
　亜
友
さ
ん

　川
上
　未
来
さ
ん

　北
野
　良
佳
さ
ん

　左
近
　由
樹
さ
ん

　中
川
　あ
さ
美
さ
ん

　保
枝
　茜
さ
ん

　吉
村
　理
紗
さ
ん

　

　
２
０
１
０
年
の
法
改
正

で
、
医
療
点
数
の
算
定
内

容
を
記
載
す
る
「
医
療
費

明
細
書
」
の
発
行
が
医
療

施
設
で
原
則
義
務
化
さ
れ

た
。
情
報
の
透
明
化
が
狙

い
だ
が
、
発
表
者
ら
は
現

場
の
実
習
の
な
か
で
、
患

者
ら
の
明
細
書
に
対
す
る

関
心
が
薄
く
、
施
設
に
よ

っ
て
明
細
書
発
行
の
対
応

に
も
温
度
差
が
あ
る
と

感
じ
た
。
そ
こ
で
、
現
在

の
明
細
書
の
浸
透
度
や
利

用
の
現
状
な
ど
を
調
査
し

た
。

　
関
西
の
医
療
施
設

カ

所
を
対
象
に
、
明
細
書
に

つ
い
て
調
査
。
回
答
し
た

施
設
す
べ
て
で
明
細
書

を
発
行
し
て
い
た
が
、
こ

の
う
ち
約

％
の
施
設
は

患
者
全
員
に
発
行
し
て
お

り
、
残
り
は
希
望
者
だ
け

へ
の
発
行
だ
っ
た
。

　
希
望
者
に
発
行
す
る
施

設
で
も
、
会
計
時
に
「
不

要
で
あ
れ
ば
お
申
し
付
け

下
さ
い
」
と
、
あ
え
て
不

要
者
を
募
る
聞
き
方
を
し

て
い
る
施
設
は
、
発
行
率

・
３
％
と
高
か
っ
た
。

一
方
で
、
単
に
「
必
要
で

あ
れ
ば
―
」
と
説
明
し
た

施
設
は
同
０
・
６
％
と
な

り
、
少
し
の
対
応
の
違
い

で
大
き
な
差
が
出
た
。

　
ま
た
、
発
行
に
よ
っ
て

患
者
か
ら
の
質
問
が
増
え

た
施
設
は

％
を
超
え
、

診
察
内
容
へ
の
高
い
関
心

が
う
か
が
え
た
。
た
だ
、

質
問
は
診
療
費
や
専
門
用

語
に
関
す
る
も
の
が
多

く
、
現
状
の
明
細
書
内
容

で
は
患
者
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
は
難
し
い
と
み
ら

れ
る
。
こ
の
た
め
、
専
門

用
語
の
解
説
や
大
き
な
文

字
で
分
か
り
や
す
く
す
る

な
ど
、
患
者
本
位
の
明
細

書
が
必
要
と
の
結
論
に
達

し
た
。

　
発
表
者
ら
は
全
員
、
医

療
施
設
へ
の
勤
務
が
決
ま

っ
て
い
る
。
今
回
の
成
果

を
「
す
ぐ
に
現
場
で
反
映

さ
せ
る
の
は
難
し
い
」
と

は
感
じ
つ
つ
も
、
「
患
者

の
立
場
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
心
掛
け
、
分
か
り
や
す

い
明
細
書
作
り
へ
の
取
り

組
み
も
今
後
、
勤
務
先
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

と
、
熱
い
思
い
を
抱
い
て

い
る
。

大
腸
菌
と
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
対
す
る
精
油
の
抗
菌
効
果
の
検
証

バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
　　ジ
　　ー
　　学
　　科

　森
本
　一
優
さ
ん

　小
谷
　彩
夏
さ
ん

　田
中
　幸
恵
さ
ん

　中
川
　智
幸
さ
ん

　中
川
　唯
さ
ん

　小
島
　大
亮
さ
ん

　星
山
　冬
樹
さ
ん

　

　
ハ
ー
ブ
か
ら
抽
出
す
る

ユ
ー
カ
リ
な
ど
の
精
油

は
、
体
調
改
善
効
果
が
あ

る
と
し
て
医
療
や
美
容
、

リ
ク
ラ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
分
野
で
幅
広
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
抗

菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
へ
の
関

心
が
高
ま
る
中
、
こ
れ
ら

精
油
を
日
常
生
活
向
け
の

抗
菌
用
品
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
数
種

の
精
油
の
抗
菌
効
果
に
つ

い
て
、
大
腸
菌
と
黄
色
ブ

ド
ウ
球
菌
を
使
っ
て
検
討

し
た
。

　
微
生
物

菌

は
増
殖

す
る
と
、
コ
ロ
ニ
ー
と
呼

ば
れ
る
目
に
見
え
る
菌
塊

を
形
成
す
る
。
こ
の
コ
ロ

ニ
ー
数
が
１
０
０
個
程
度

形
成
す
る
よ
う
に
調
整
し

た
菌
希
釈
液
を
菌
の
培
養

に
用
い
る
Ｌ
Ｂ
培
地

固

形

に
塗
沫
し
た
。
さ
ら

に
Ｌ
Ｂ
培
地
を
入
れ
た
シ

ャ
ー
レ
を
上
下
反
転
さ

せ
、
蓋

ふ
た

側
に
ユ

ー
カ
リ
、
ロ
ー
ズ
マ
リ

ー
、
ク
ロ
ー
ブ
由
来
の
精

油
を
適
量
し
み
こ
ま
せ
た

カ
ッ
ト
綿
を
置
き
蒸
散
。

度
Ｃ
で
一
晩
培
養
し
コ

ロ
ニ
ー
数
を
計
測
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
に
対
す
る
抗
菌
効

果
が
強
く
見
ら
れ
た
。
ユ

ー
カ
リ
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

共
に
含
浸
量

以
上

で
は
コ
ロ
ニ
ー
数
を
ゼ
ロ

に
抑
え
た
。

　
た
だ
、
ク
ロ
ー
ブ
で
は

含
浸
量
５
０
０

で
も

ゼ
ロ
に
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
大
腸
菌
に
対
し
て

は
３
種
の
精
油
と
も
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
ほ
ど
の
効
果

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
精
油
の
種
類
の
違
い
に

よ
っ
て
結
果
が
異
な
る
の

は
、
抗
菌
作
用
を
持
つ
成

分
構
成
の
違
い
と
思
わ
れ

る
。
菌
に
よ
る
結
果
の
違

い
は
、
グ
ラ
ム
陰
性
菌
で

あ
る
大
腸
菌
の
場
合
、
外

膜
へ
の
浸
透
性
が
悪
く
細

胞
膜
ま
で
到
達
で
き
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　
抗
菌
を
う
た
う
精
油
添

加
製
品
は
多
い
が
、
森
本

さ
ん
ら
は
「
一
般
生
活
と

同
様
な
環
境
、
つ
ま
り
精

油
を
蒸
散
さ
せ
て
抗
菌
活

性
を
研
究
し
た
例
が
少
な

か
っ
た
こ
と
が
調
査
の
き

っ
か
け
」
と
話
す
。
評
価

方
法
も
定
ま
っ
た
も
の
が

な
く
手
探
り
で
の
作
業
だ

っ
た
。
精
油
の
抗
菌
効
果

は
希
釈
剤
の
エ
タ
ノ
ー
ル

の
作
用
と
の
見
方
も
あ
っ

た
が
、
精
油
自
体
の
効
果

が
確
認
で
き
た
。

　　※大阪医療看護専門学校は 年度開校のため、就職データなし

■プロフィル■
　
う
き
ふ
ね
・
く
に
ひ
こ
　

年

昭

関
西

学
院
大
法
卒
。

年
新
歯
会
常
務
理
事
、

年
滋

慶
学
園
理
事
長
、

年
大
阪
滋
慶
学
園
理
事
長
、

年
米
フ
ロ
リ
ダ
州
立
ウ
エ
ス
ト
フ
ロ
リ
ダ
大
よ

り
国
際
教
育
名
誉
博
士
号
授
与
、

年
日
本
医
療

保
険
事
務
協
会
理
事
、

年
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
カ
レ

ッ
ジ
シ
カ
ゴ
か
ら
人
文
科
学
教
育
名
誉
博
士
号
授

与
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
は
「
職
業
教
育
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
、
「
実
学
教
育
」
「
人

間
教
育
」
「
国
際
教
育
」
の
三
つ
を
建
学
の
理
念
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
社
会
に
優
秀
な
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
き

た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
厳
し
い
景
況
に
お
い
て
も
グ
ル
ー
プ
校
の
就
職
率
は
高
く
、
特
に
大
阪
滋
慶
学

園
の
各
校
の
就
職
率
は
、
こ
こ
数
年
間
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
達
成
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
を
率
い
る
浮
舟
邦

彦
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
総
長
に
、
就
職
率
や
国
家
試
験
合
格
率
の
高
さ
を
保
ち
続
け
る
教
育
の
秘
訣

ひ
け
つ

な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
き
手
は
取
締
役
大
阪
支
社
長
・
曽
根
洋
一

海
外
ト
ッ
プ
校
と
提
携

教
育
水
準
相
互
に
向
上

職
業
教
育
高
評
価
の
要
因
を
聞
く

浮舟邦彦氏総長滋慶学園グループ

即
戦
力
育
成
が
奏
功
就
職
、
好
調
を
維
持
大
阪
滋
慶
学
園
の
４
校

求
人
倍
率
１
６
｜
２
７
倍
０
９
年
度
実
績

学生から社会人まで国際医療人材を現場に
　
大
阪
滋
慶
学
園
４
校
の
就

職
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
。
就

職
先
は
大
阪
大
学
医
学
部
附

属
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
機
関
が
半
数
以
上
を
占

め
、
福
祉
・
児
童
施
設
、
医

薬
品
メ
ー
カ
ー
、
医
療
機
器

メ
ー
カ
ー
が
多
い
。
各
産
業

界
で
即
戦
力
と
な
る
知
識
や

技
術
を
身
に
付
け
、
成
長
産

業
へ
人
材
を
送
る
と
い
う
確

固
た
る
戦
略
が
奏
功
し
、
求

人
倍
率
が

―

倍

２
０

０
９
年
度

と
い
う
の
も
、

高
い
就
職
率
を
維
持
す
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
の
専
門
学
校
と
は
一

線
を
画
し
た
就
職
活
動
を
強

固
に
支
援
す
る
「
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
」
の
存
在
も
学
生

に
と
っ
て
は
心
強
い
。
セ
ン

タ
ー
長
を
含
む
専
任
ス
タ
ッ

フ

人
が
、
日
々
就
職
先
と

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
お

り
、
業
界
と
の
ア
ク
セ
ス
は

年
間
約
２
０
０
０
件
に
の
ぼ

る
。
そ
こ
で
得
た
情
報
を
即

座
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
在
職
先
や
定
着

率
の
デ
ー
タ
も
併
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
就

職
先
の
選
定
を
行
っ
て
い

る
。

　
同
時
に
就
職
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
模
擬
面
接
な
ど
、
小

回
り
の
利
い
た
個
別
指
導
体

制
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
も

同
学
園
な
ら
で
は
。
こ
れ
が

長
年
、
高
い
就
職
率
を
誇
る

裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
大
阪
滋
慶
学

園
主
催
で
毎
年
春
に
開
催
す

る
「
就
職
フ
ェ
ア
」
に
は
毎

回
１
２
０
を
超
え
る
企
業
・

団
体
が
参
加
し
、
「
介
護
福

祉
系
の
学
生
の
就
職
先
は
フ

ェ
ア
で
約

％
が
決
ま
る
」

芦
田
修
司
セ
ン
タ
ー

長

。
今
年
５
月

日
の
フ

ェ
ア
は
学
園
生
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
く
一
般
に
も
開
放
す

る
予
定
だ
。

　
―
ま
ず
、
滋
慶
学
園
グ
ル

ー
プ
の
教
育
に
関
す
る
基
本

方
針
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
我
々
は
三
つ
の
建
学
理

念
の
下
で
職
業
人
を
育
成
し

て
い
る
。
そ
の
も
と
で
専
門

教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い

う
形
で
行
な
っ
て
お
り
、
専

門
教
育
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界

に
直
結
し
、
即
戦
力
と
し
て

活
躍
す
る
た
め
の
高
度
な
知

識
・
技
術
や
国
家
資
格
の
取

得
を
目
指
し
て
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
社
会
人
基
礎
力

や
主
体
性
な
ど
を
身
に
付
け

る
い
わ
ば
人
間
教
育
。
こ
の

両
方
の
教
育
を
多
様
な
教
育

シ
ス
テ
ム
と
教
職
員
へ
の
研

修
制
度
で
実
現
し
て
い
る
」

　
―
教
職
員
に
対
す
る
教
育

で
他
校
と
違
っ
て
特
徴
的
な

こ
と
は
何
で
す
か
。

　
「
ほ
か
の
学
校
で
も
や
っ

て
い
る
が
、
我
々
は
地
域
、

校
数
、
教
育
ジ
ャ
ン
ル
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
が

特
徴
。

年
前
に
設
立
さ
れ

た
滋
慶
教
育
科
学
研
究
所
で

組
織
的
・
体
系
的
に
教
職
員

の
教
育
力
や
運
営
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
取
り
組

ん
で
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い

と
思
う
」

　
―
国
際
連
携
や
海
外
で
の

職
業
教
育
の
取
り
組
み
状
況

を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
医
療
職
も
そ
う
だ
が
、

職
業
教
育
は
世
界
レ
ベ
ル
が

求
め
ら
れ
る
。
多
く
の
海
外

の
ト
ッ
プ
校
と
の
提
携
で
互

い
に
教
育
レ
ベ
ル
を
高
め
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は

毎
年
５
０
０
０
か
ら
６
０
０

０
人
が
海
外
研
修
に
出
る
。

ま
た
、
近
年
ア
ジ
ア
、
特
に

中
国
や
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な

ど
で
は
職
業
教
育
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
を
中
心

に
１
０
０
０
人
を
超
す
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
年

々
増
え
て
お
り
、
最
近
は
教

職
員
の
研
修
も
加
わ
っ
た
」

　
―
教
職
員
が
研
修
に
来
ら

れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
。

　
「
教
職
員
の
み
な
さ
ん
は

は
職
業
教
育
だ
け
で
な
く
、

学
校
の
運
営
方
法
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
っ
た
面
も
学
び

に
来
て
い
る
と
み
て
い
る
。

大
学
の
教
育
は
学
問
中
心
だ

が
、
我
々
は
仕
事
、
さ
ら
に

い
え
ば
実
践
現
場
か
ら
教
育

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。

き
め
細
や
か
な

教
育
と
職

業
と
の
橋
渡
し

に
、
教
職

員
の
方
々
は
関
心
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
よ
う
だ
」

　
―
国
内
で
は
大
卒
の
入
学

者
も
多
い
よ
う
で
す
ね
。

　
「
大
阪
滋
慶
学
園
で
は
入

学
者
の
約
３
割
が
大
学
生
や

大
卒
社
会
人
だ
。
ピ
ー
タ
ー

・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は

近
代
工

業
社
会
か
ら
、

世
紀
は
多

様
性
に
富
む
知
識
社
会
に
な

る

と
語
っ
た
。
知
識
労
働

者
や
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
社

会
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
彼
の

予
言
通
り
に
な
っ
て
き
た
」

　
―
４
月
の
大
学
院
大
学
開

校
で
、
学
生
の
卒
業
後
の
支

援
体
制
も
充
実
し
ま
す
。

　
「
産
学
協
同
に
よ
る
業
界

と
の
強
い
パ
イ
プ
作
り
、
焦

点
を
絞
っ
た
個
別
教
育
の
充

実
、
卒
業
生
へ
の
生
涯
教
育

支
援
な
ど
に
今
後
、
さ
ら
に

力
を
入
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
医
療

の
質
と
安
全
を
研
究
す
る
大

学
院
修
士
課
程
の
形
で
結
実

し
た
。
来
年
４
月
か
ら
大
阪

滋
慶
学
園
で
准
看
護
師
を
対

象
と
し
た
通
信
教
育
も
始
ま

る
。
大
阪
滋
慶
学
園
と
し
て

初
の
試
み
だ
が
、
生
涯
教
育

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
る
」

　　 ２０１１年 平成２３年 ３月３１日 木曜日 【特別企画】 （ ）


